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数
を
半
分
に
す
る
、
と
い
う
共
同
宣
言
を

発
表
し
た
。（
デ
イ
リ
ー
ヨ
ミ
ウ
リ
）

し
か
し
、
日
本
当
局
が
、
不
法
外
国
人

労
働
者
を
排
除
す
る
対
策
を
打
ち
出
し
た

の
は
、
今
回
が
初
め
て
で
は
な
い
。
日
本

に
外
国
人
労
働
者
が
大
量
に
流
入
し
始
め

た
の
が
１
９
８
５
年
と
す
る
と
、
こ
れ
に

対
す
る
大
が
か
り
な
取
り
締
り
は
６
年
お

き
に
行
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
取

り
締
り
は
、
１
９
９
１
年
に
行
わ
れ
た
の

が
最
初
で
、
次
に
更
に
強
化
さ
れ
た
形
で

１
９
９
７
年
に
行
わ
れ
、
３
度
目
の
取
り

締
り
強
化
が
２
０
０
３
年
に
行
わ
れ
て
い

る
。法

務
省
入
国
管
理
局
で
は
、
近
年
、
６

月
を
不
法
就
労
外
国
人
対
策
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
月
間
と
定
め
、
不
法
就
労
の
防
止
に
つ

い
て
理
解
と
協
力
を
求
め
る
活
動
を
行
っ

て
い
る
ほ
か
、
２
０
０
４
年
６
月
の
入
管

法
改
正
（
施
行
は
同
年
12
月
）
に
よ
り
不

法
滞
在
者
へ
の
罰
則
が
強
化
さ
れ
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。

不
法
滞
在
者
対
策
に
関
す
る
主
な
変
更

内
容
は
次
の
通
り
。

１.

罰
金
の
引
き
上
げ
等

不
法
残
留
の
罪
等
に
関
わ
る
罰
金
の
上

限
が
30
万
円
か
ら
３
０
０
万
円
に
、
同
じ

く
不
法
就
労
助
長
罪
に
関
わ
る
罰
金
の
上

限
が
２
０
０
万
円
か
ら
３
０
０
万
円
に
引

上
げ
ら
れ
る
と
共
に
、
過
去
に
退
去
強
制

歴
等
の
あ
る
者
が
再
度
退
去
強
制
さ
れ
た

場
合
の
上
陸
拒
否
期
間
が
10
年
間
（
過
去

は
５
年
間
）
に
伸
長
さ
れ
た
。

２.

出
国
命
令
制
度

自
ら
出
頭
し
た
不
法
残
留
者
で
過
去
に

退
去
強
制
さ
れ
た
こ
と
が
無
い
な
ど
の
所

定
の
要
件
を
満
た
す
者
に
つ
い
て
は
、
退

去
強
制
手
続
に
よ
ら
ず
に
出
国
が
命
じ
ら

れ
る
こ
と
と
す
る
制
度
が
設
け
ら
れ
、
そ

の
者
に
関
わ
る
上
陸
拒
否
期
間
は
１
年
間

と
さ
れ
た
。

３.

在
留
資
格
取
消
制
度

偽
り
そ
の
他
の
不
正
手
段
に
よ
り
上
陸
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日日
本本
にに
おお
けけ
るる
外外
国国
人人
労労

働働
者者
のの
現現
状状

日
本
に
来
る
外
国
人
労
働
者
の
顕
著
な

増
加
は
、
１
９
８
０
年
代
以
降
、
円
高
が

急
激
に
進
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
突
如
現
わ

れ
た
現
象
で
あ
る
。
日
本
政
府
の
試
算
で

は
、
日
本
に
は
約
76
万
人
の
外
国
人
労
働

者
が
お
り
、
入
国
管
理
局
は
、
そ
の
内
、

22
万
人
が
不
法
就
労
者
で
あ
る
と
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
不
法
就
労
労
働
者
の
大
多

数
が
、
い
わ
ゆ
る
３
Ｋ
（
汚
い
、
危
険
、

き
つ
い
）
と
呼
ば
れ
る
特
定
の
職
業
お
よ

び
産
業
に
従
事
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、

不
法
就
労
者
の
み
な
ら
ず
、
合
法
就
労
外

国
人
労
働
者
に
も
当
て
は
ま
る
。

ま
た
、
女
性
の
外
国
人
労
働
者
が
、
最

低
の
賃
金
で
、
社
会
的
に
評
価
の
低
い
職

業
に
集
中
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
日
本

で
は
性
産
業
が
急
成
長
し
て
い
る
。
興
業

ビ
ザ
を
持
つ
者
を
、
性
産
業
に
お
け
る
搾

取
の
対
象
予
備
軍
と
考
え
る
な
ら
ば
、
興

業
ビ
ザ
の
保
有
者
の
数
が
急
増
し
て
い
る

こ
と
は
非
常
に
深
刻
な
事
態
で
あ
る
。
入

国
管
理
局
の
統
計
に
よ
る
と
、
12
万
３
３

２
２
人
（
２
０
０
３
年
）
が
興
業
ビ
ザ
で

入
国
し
て
い
る
。
日
本
で
人
身
売
買
が
か

な
り
増
加
し
て
い
る
た
め
、
各
国
大
使
館

や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
は
、
日
本
政

府
に
対
し
、
人
身
売
買
を
防
止
及
び
禁
止

す
る
法
律
を
早
急
に
制
定
す
る
よ
う
促
し

て
い
る
。（
出
所：

デ
イ
リ
ー
ヨ
ミ
ウ
リ
）

外
国
人
労
働
者
と
り
わ
け
不
法
就
労
者

は
、
労
働
条
件
が
劣
悪
な
こ
と
が
多
い
上
、

１
９
９
０
年
代
以
降
続
く
不
況
に
よ
る
多

く
の
社
会
問
題
に
関
し
、
問
題
の
原
因
と

さ
れ
る
こ
と
が
以
前
よ
り
増
え
て
お
り
、

ス
ケ
ー
プ
ゴ
ー
ト
に
な
っ
て
い
る
一
面
が

見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
外
国
人

労
働
者
に
対
す
る
日
本
人
の
敵
意
の
増
大

と
い
う
形
で
現
わ
れ
て
い
る
。

外外
国国
人人
労労
働働
者者
にに
対対
すす
るる

取取
りり
締締
りり
のの
強強
化化

２
０
０
３
年
10
月
17
日
に
、
法
務
省
、

東
京
都
、
警
視
庁
が
、
不
法
滞
在
の
外
国

人
に
対
す
る
対
策
を
強
化
し
、
取
り
締
り

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
５
年
以
内
に
そ
の

●
日
本
Ｉ
Ｌ
Ｏ
協
会
組
織
部
次
長

畑

恒
夫

は
た
・
つ
ね
お

外
国
人
労
働
者
問
題
の
実
態
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外
国
人
労
働
者
お
よ
び
そ
の
家
族
が
、
し

ば
し
ば
差
別
の
対
象
と
な
り
、
社
会
か
ら

疎
外
さ
れ
る
問
題
に
直
面
す
る
こ
と
は
広

く
認
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
国
際
文

書
は
、
彼
ら
（
彼
女
ら
）
の
処
遇
に
関
す

る
最
低
基
準
を
確
立
さ
せ
る
と
い
う
国
際

社
会
に
よ
る
試
み
を
反
映
し
た
も
の
で
あ

る
。（
出
所：

Ｉ
Ｏ
Ｍ：

国
際
移
住
機
関
）

移
民
、
外
国
人
労
働
者
の
権
利
保
護
に

関
し
、
近
年
も
っ
と
も
大
き
な
成
果
と
な

っ
た
の
は
、
１
９
９
０
年
に
、
全
て
の
移

住
労
働
者
お
よ
び
そ
の
家
族
の
権
利
保
護

に
関
す
る
国
際
条
約
が
、
国
連
総
会
で
採

択
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
条
約
は
、

基
本
的
人
権
基
準
を
再
度
主
張
・
確
立
し
、

移
住
労
働
者
お
よ
び
そ
の
家
族
に
適
用
さ

れ
る
文
書
に
お
い
て
、
こ
の
基
準
を
具
体

化
す
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
人
々
の
グ
ル
ー
プ
は
、
し
ば
し
ば
弱

く
無
防
備
な
立
場
に
置
か
れ
て
い
る
と
認

識
さ
れ
て
き
た
。
特
に
地
下
経
済
活
動
に

従
事
す
る
場
合
や
、
労
働
者
の
売
買
と
い

っ
た
問
題
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考

慮
す
る
と
、
こ
う
し
た
人
々
の
立
場
は
脆

弱
で
あ
る
。
従
っ
て
、
不
法
あ
る
い
は
不

規
則
就
労
の
状
態
に
あ
る
移
住
労
働
者
お

よ
び
そ
の
家
族
を
保
護
す
る
法
的
手
段
を

提
供
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
（
Ｉ

Ｏ
Ｍ
）。

ら
れ
て
い
な
い
。
国
連
で
移
民
の
人
権
に

関
す
る
特
別
報
告
書
の
中
で
も
「
一
般
的

に
、
移
民
労
働
者
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
態

の
排
除
お
よ
び
限
ら
れ
た
雇
用
機
会
を
含

む
、
構
造
的
な
差
別
に
苦
し
ん
で
い
る
」

と
指
摘
し
て
い
る
。
移
民
労
働
者
が
、「
脆

弱
な
条
件
下
」
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
は

事
実
で
あ
る
。（
１
９
９
９
年
、
マ
レ
ー
シ

ア
で
開
催
の
移
住
労
働
者
に
関
す
る
Ｉ
Ｌ

Ｏ
労
働
組
合
組
織
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
結
論
及
び
勧
告
）

上
記
の
Ｉ
Ｌ
Ｏ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
結
論

及
び
勧
告
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

移
住
労
働
者
の
問
題
は
、
労
働
組
合
の
関

心
の
外
に
置
か
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。
移

住
労
働
者
を
含
む
弱
者
の
グ
ル
ー
プ
に
対

し
、
十
分
な
注
意
が
払
わ
れ
な
い
限
り
、

日
本
で
人
間
ら
し
い
仕
事
を
得
る
と
い
う

こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
移
住
労
働
者
が
直
面
し
て
い
る
課
題

や
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
は
極
め
て
重
要

で
あ
る
。

日日
本本
にに
滞滞
在在
すす
るる
外外
国国
人人

労労
働働
者者
のの
生生
活活
・・
労労
働働
条条

件件
にに
関関
すす
るる
ササ
ンン
ププ
ルル
調調

査査
結結
果果

外
国
人
労
働
者
の
生
活
・
労
働
条
件
の

実
態
に
つ
い
て
は
、
外
国
人
の
犯
罪
等
が

許
可
等
を
受
け
た
こ
と
、
正
当
な
理
由
な

く
在
留
資
格
に
関
わ
る
活
動
を
継
続
し
て

３
カ
月
以
上
行
わ
な
い
で
在
留
し
て
い
る

こ
と
な
ど
の
事
実
が
判
明
し
た
場
合
に
、

一
定
の
手
続
を
経
て
当
該
外
国
人
の
在
留

資
格
は
取
り
消
さ
れ
る
こ
と
と
し
、
出
国

さ
せ
る
制
度
が
設
け
ら
れ
た
。

ま
た
、
２
０
０
６
年
５
月
の
出
入
国
管

理
及
び
難
民
認
定
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

①
テ
ロ
の
未
然
防
止
の
た
め
の
規
定
の
整

備
、
②
出
入
国
管
理
の
一
層
の
円
滑
化
の

た
め
の
規
定
の
整
備
、
③
構
造
改
革
特
別

区
域
法
に
よ
る
特
例
措
置
等
を
全
国
に
お

い
て
実
施
す
る
た
め
の
規
定
の
整
備
が
行

わ
れ
、
外
国
人
が
日
本
へ
の
上
陸
審
査
時

に
、
電
磁
的
方
式
に
よ
っ
て
指
紋
等
の
識

別
情
報
の
提
供
、
日
本
に
入
る
航
空
機
等

の
長
に
乗
員
・
乗
客
に
関
す
る
事
項
の
事

前
報
告
な
ど
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。

移移
住住
労労
働働
者者
、、
外外
国国
人人
労労

働働
者者
のの
権権
利利

全
て
の
移
民
、
外
国
人
労
働
者
は
、
譲

渡
さ
れ
な
い
基
本
的
な
人
権
と
自
由
を
持

つ
人
間
で
あ
る
。
こ
の
権
利
は
、
世
界
人

権
宣
言
な
ど
の
国
際
文
書
を
通
じ
て
世
界

中
で
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
移

住
労
働
者
の
権
利
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
際

文
書
で
特
記
さ
れ
て
い
る
。
移
住
労
働
者
、

日
本
政
府
は
、
日
本
に
お
け
る
移
住
労
働

者
に
対
す
る
処
遇
の
改
善
に
つ
な
が
る
上
記

の
国
際
条
約
を
ま
だ
批
准
し
て
い
な
い
。

日
本
に
お
け
る
移
住
労
働
者
の
状
況
は

い
ま
だ
に
劣
悪
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
不

法
不
規
則
労
働
者
は
、
低
賃
金
、
長
時
間

労
働
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
保
険
は
不
十
分

で
、
昇
進
の
機
会
も
不
平
等
で
あ
る
。
か

れ
ら
は
、
日
本
人
の
同
僚
よ
り
も
長
時
間

働
い
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
受
け
取

る
賃
金
は
日
本
人
よ
り
低
い
。
ま
た
、
税

金
を
納
め
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日

本
の
福
祉
制
度
か
ら
は
完
全
に
除
外
さ
れ
、

さ
ら
に
は
、
社
会
保
険
制
度
に
対
す
る
脅

威
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

日
本
に
や
っ
て
来
て
、
彼
ら
は
し
ば
し

ば
、
労
働
市
場
に
お
い
て
ス
テ
ー
タ
ス
が

低
い
劣
悪
な
労
働
条
件
で
働
い
て
い
る
こ

と
に
気
づ
く
。
移
住
労
働
者
は
、
交
渉
力

は
ほ
と
ん
ど
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
の
で
、

結
果
と
し
て
、
彼
ら
は
低
収
入
労
働
者
と

い
う
分
類
に
入
っ
て
し
ま
う
。
日
本
で
は
、

移
住
労
働
者
は
社
会
の
片
隅
に
追
い
や
ら

れ
、
社
会
的
に
除
外
さ
れ
て
い
る
。
移
住

労
働
者
に
関
す
る
日
本
の
政
策
面
で
の
介

入
は
、
主
に
労
働
市
場
政
策
に
関
す
る
も

の
で
、
彼
ら
の
保
護
と
い
う
面
は
ほ
と
ん

ど
無
視
さ
れ
て
お
り
、
彼
ら
が
非
保
護
状

態
に
あ
る
こ
と
に
注
意
は
ほ
と
ん
ど
向
け



起
き
る
と
マ
ス
コ
ミ
が
テ
レ
ビ
や
新
聞
、

週
刊
誌
等
で
そ
の
一
部
の
み
を
セ
ン
セ
ー

シ
ョ
ナ
ル
に
報
道
す
る
の
み
で
、
正
確
な

デ
ー
タ
や
客
観
的
な
情
報
が
極
度
に
不
足

し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
少
し
古
い

デ
ー
タ
で
あ
る
が
、
外
国
人
労
働
者
の
実

態
を
把
握
す
る
た
め
の
第
一
段
階
と
し
て
、

Ｉ
Ｌ
Ｏ
東
京
支
局
（
現
・
駐
日
事
務
所
）

デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
（
Ｄ
Ｗ
）（
注
１
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
オ
フ
ィ
サ
ー
と
し
て
、
２

０
０
３
年
秋
に
実
施
し
た
日
本
に
滞
在
す

る
外
国
人
労
働
者
の
生
活
条
件
お
よ
び
労

働
条
件
に
関
す
る
サ
ン
プ
ル
調
査
結
果
の

特
徴
点
を
以
下
に
紹
介
す
る
。
小
規
模
な

サ
ン
プ
ル
調
査
で
は
あ
る
が
、
そ
の
結
果

か
ら
今
日
の
日
本
に
お
け
る
不
法
就
労
者

を
含
め
た
外
国
人
労
働
者
の
実
態
が
浮
き

彫
り
に
な
っ
た
。

集
住
都
市
の
代
表
で
あ
る
群
馬
県
太
田

市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ベ
ル
で
行
わ
れ
た

ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
結
果
を
分
析
す
る
こ
と

に
よ
り
、
外
国
人
労
働
者
が
ど
の
よ
う
に

弱
い
立
場
に
立
た
さ
れ
て
い
る
か
、
明
ら

か
に
し
た
。
外
国
人
が
多
く
住
ん
で
い
る

東
京
都
、
神
奈
川
県
、
愛
知
県
、
そ
し
て

埼
玉
県
地
域
で
も
追
加
調
査
を
行
っ
た
。

本
調
査
の
主
な
対
象
グ
ル
ー
プ
は
、
一

定
の
地
理
的
区
域
に
お
い
て
、
サ
ー
ビ
ス

業
、
製
造
業
、
そ
し
て
建
設
業
に
従
事
し

て
い
る
ビ
ル
マ
人
を
は
じ
め
と
す
る
男
女

外
国
人
労
働
者
で
あ
っ
た
。
調
査
方
法
は
、

い
く
つ
か
の
宗
教
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
加
え
、

地
域
の
男
女
外
国
人
労
働
者
や
、
外
国
人

労
働
者
の
組
合
の
事
務
所
に
対
し
、
ア
ン

ケ
ー
ト
を
通
じ
て
行
っ
た
。
さ
ら
に
、
ケ
ー

ス
・
ス
タ
デ
ィ
ー
も
行
い
、
幾
つ
か
の
側
面

に
つ
い
て
、
よ
り
詳
細
な
分
析
を
行
っ
た
。

＊
注
１
＝
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
（
Ｄ

Ｅ
Ｃ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
　
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
）
と
は
、
人
間

と
し
て
の
尊
厳
を
保
て
る
生
産
的
な
仕
事
。

21
世
紀
に
お
い
て
Ｉ
Ｌ
Ｏ
は
Ｄ
Ｗ
の
確
保

を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
る
。

１.

調
査
対
象
者
お
よ
び
そ
の
背
景

●
調
査
対
象
者
数：

合
計
で
７
８
３
名
。

内
男
性
６
７
９
名
、
女
性
１
０
４
名
。

●
平
均
年
齢：
35
歳
。
20
代
と
30
代
が
全

体
の
85
％
を
占
め
て
い
る
。

●
出
身
国：

ビ
ル
マ
４
６
１
名
（
男
３
２

７
名
、
女
89
名
）
と
全
体
の
８
割
を
占
め

て
い
る
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
１
４
８
名

（
男
性
の
み
）、
ス
リ
ラ
ン
カ
１
１
１
名

（
男
性
の
み
）、
イ
ン
ド
19
名
、
タ
イ
８
名
、

ベ
ト
ナ
ム
４
名
、
北
米
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
32
名
、
中
国
１
名
。

●
居
住
期
間：

半
数
以
上
が
５
年
以
下
の

短
期
居
住
者
。
４
分
の
１
強
は
６
年
か
ら

10
年
在
住
。
10
年
以
上
住
ん
で
い
る
人
は

数
名
の
み
。
一
方
、
北
米
・
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
出
身
で
合
法
外
国

人
労
働
者
の
場
合
、
短
期
居
住
者
が
20
％

で
あ
る
の
に
対
し
、
10
年
以
上
居
住
す
る

者
が
37
％
と
高
い
比
率
だ
っ
た
。

●
居
住
地：

最
も
集
中
し
て
い
る
の
が
首

都
圏
に
居
住
す
る
４
１
５
名
で
52
％
。
ビ

ル
マ
人
の
ほ
と
ん
ど
全
員
は
首
都
圏
に
住

む
、
４
分
の
１
は
群
馬
県
、
12
％
は
栃
木

県
、
３
％
は
愛
知
県
、
２
％
は
神
奈
川
県
、

１
％
は
千
葉
県
。

●
教
育
水
準：

北
米
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
高
度
専
門
職
の
合

法
外
国
人
労
働
者
は
高
学
歴
で
68
％
が
大

学
院
卒
。
13
％
が
大
学
卒
、
16
％
が
学
部

生
で
あ
っ
た
。
一
方
、
不
法
外
国
人
労
働

者
の
場
合
、
大
学
院
卒
は
３
％
の
み
で
、

大
学
卒
と
学
部
生
も
９
％
に
過
ぎ
な
い
。

約
半
数
（
41
％
）
は
高
卒
、
４
分
の
１

（
26
％
）
は
中
卒
で
、
12
％
は
学
校
教
育
を

全
く
受
け
て
い
な
か
っ
た
。

●
扶
養
家
族
数：

日
本
で
自
分
の
収
入
に

よ
り
扶
養
す
る
家
族
の
数
は
、
イ
ン
ド
人

が
最
高
で
11
名
。
北
米
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
は
一
人
と
最
も
少

な
く
、
そ
の
他
は
４
人
か
ら
10
人
で
あ
っ

た
。

●
配
偶
者
の
有
無：
２
４
７
名
が
既
婚
者

で
、
５
２
１
名
が
独
身
者
で
あ
る
。
外
国

人
労
働
者
の
大
半
（
68
％
）
は
、
年
齢
的

に
若
い
こ
と
と
日
本
で
の
滞
在
期
間
が
短

い
こ
と
で
は
っ
き
り
わ
か
る
よ
う
に
、
仕

事
を
し
て
貯
金
す
る
こ
と
を
目
的
に
来
日

し
、
本
国
に
戻
っ
て
か
ら
結
婚
す
る
予
定

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

●
在
留
資
格：

12
％
は
有
効
な
ビ
ザ
を
持

ち
、
88
％
は
既
に
ビ
ザ
の
期
限
が
切
れ
て

い
る
と
回
答
し
た
。
合
法
労
働
者
と
不
法

労
働
者
の
割
合
は
４
対
１
で
あ
る
が
、
こ

の
調
査
対
象
者
で
み
る
と
、
有
効
ビ
ザ
保

持
者
と
不
法
長
期
滞
在
者
の
割
合
が
ほ
と

ん
ど
１
対
10
で
あ
る
。（
本
調
査
で
は
意
識

的
に
合
法
労
働
者
よ
り
違
法
労
働
者
に
注

目
し
て
調
査
し
た
）

●
来
日
目
的：

79
％
が
経
済
的
な
も
の
で

あ
る
。
17
％
は
政
治
的
、
４
％
は
そ
れ
以

外
の
目
的
で
あ
っ
た
。
ビ
ル
マ
人
の
場
合

は
、
国
内
の
政
治
状
況
が
深
刻
で
あ
り
、

４
分
の
１
以
上
が
政
治
的
で
あ
る
と
回
答

し
た
。

２.

労
働
条
件

●
月
収：

調
査
対
象
の
約
半
数
だ
け
が
16

万
円
か
ら
20
万
円
を
受
け
取
っ
て
い
た
。

ご
く
少
数
の
28
名
は
５
万
円
か
ら
10
万
円

以
下
。
２
０
２
名
が
11
万
円
か
ら
15
万
円
。

３
１
６
名
は
16
万
円
か
ら
20
万
円
。
１
４

４
名
は
21
万
円
か
ら
25
万
円
。
25
名
は
26
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万
円
か
ら
30
万
円
。
68
名
は
31
万
円
以
上

だ
っ
た
。
月
25
万
円
以
上
の
収
入
を
得
て

い
た
の
は
、
高
度
専
門
職
労
働
者
の
み
で

あ
っ
た
。

●
労
働
時
間：

半
数
以
上
が
８
時
間
か
ら

10
時
間
労
働
だ
っ
た
。
約
５
％
は
１
日
４

時
間
か
ら
７
時
間
の
み
。
２
３
３
名
が
１

日
11
時
間
か
ら
12
時
間
、
82
名
は
１
日
13

時
間
か
ら
15
時
間
働
き
、
そ
の
大
半
は
２

カ
所
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
２
交
替
勤
務
を
し

て
い
た
。

●
時
給：

４
分
の
３
近
く
が
時
給
８
５
０

円
か
ら
１
１
０
０
円
。
19
％
は
最
低
賃
金

を
わ
ず
か
に
上
回
る
額
だ
っ
た
。
高
度
専

門
職
の
外
国
人
労
働
者
だ
け
が
時
給
１
５

０
０
円
以
上
で
、
中
に
は
時
給
３
千
円
か

ら
６
千
円
の
人
も
い
た
。

●
労
働
日
数：

１
カ
月
の
労
働
日
数
に
つ
い

て
は
、
７
割
以
上
が
16
日
か
ら
20
日
で
、
13

名
は
１
ヶ
月
間
休
み
が
一
日
も
無
か
っ
た
。

●
仕
事
を
探
す
方
法：

不
法
就
労
外
国
人
労

働
者
の
ほ
と
ん
ど
全
員
が
手
数
料
な
し
で
友

人
の
紹
介
か
、
違
法
な
ブ
ロ
ー
カ
ー
に
多
額

の
費
用
を
払
っ
て
職
を
見
つ
け
て
い
た
。

●
仕
事
の
職
種：

ホ
テ
ル
と
レ
ス
ト
ラ
ン

で
働
く
人
の
割
合
が
最
大
で
、
次
に
多
い

の
が
製
造
業
、
語
学
学
校
、
教
育
機
関
で
、

建
設
業
と
そ
の
他
の
業
種
で
働
く
人
の
割

合
は
そ
れ
ぞ
れ
２
％
だ
っ
た
。

●
労
働
環
境：

95
％
以
上
が
自
分
の
職
場

が
滅
入
る
よ
う
な
環
境
で
惨
め
だ
と
感
じ

て
い
た
。
労
働
環
境
が
好
ま
し
く
快
適
で

あ
る
と
考
え
る
人
た
ち
の
９
割
以
上
は
、

適
切
な
ビ
ザ
の
あ
る
高
度
専
門
職
外
国
人

労
働
者
と
、
不
法
就
労
者
の
内
、
他
の
労

働
者
の
採
用
に
関
し
て
雇
用
者
に
協
力
し

た
こ
と
で
、
あ
る
程
度
の
特
権
を
与
え
ら

れ
た
人
た
ち
だ
っ
た
。

●
仕
事
探
し
の
難
易
度：

回
答
者
の
ほ
と
ん

ど
全
員
が
、
こ
の
と
こ
ろ
仕
事
を
探
す
の
は

難
し
い
と
答
え
た
。
た
だ
し
高
度
専
門
外
国

人
労
働
者
は
、
前
向
き
な
回
答
を
し
た
。

●
給
料
の
支
払：

所
定
の
時
期
に
給
料
の

全
額
支
払
を
受
け
て
い
け
る
か
と
い
う
質

問
に
つ
い
て
は
、
ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン

で
働
く
27
名
の
不
法
労
働
者
は
否
定
的
な

回
答
を
寄
せ
た
。
適
切
な
支
払
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
理
由
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

大
半
は
何
の
説
明
も
受
け
て
い
な
い
と
答

え
た
。

●
給
料
の
未
払
い：

給
料
の
未
払
い
に
つ

い
て
は
、
38
名
の
不
法
就
労
者
と
２
名
の

高
度
専
門
職
の
外
国
人
労
働
者
が
、
少
な

く
と
も
一
度
は
経
験
し
た
と
答
え
た
。

●
そ
の
よ
う
な
困
難
な
状
況
に
置
か
れ
た

時
の
対
処
の
仕
方：

そ
の
よ
う
な
困
難
な

状
況
に
置
か
れ
た
時
に
ど
う
し
た
の
か
、

と
い
う
質
問
に
対
し
て
は
、
２
名
の
高
度

専
門
職
外
国
人
労
働
者
は
、
労
働
組
合
に

連
絡
し
た
と
答
え
た
。
一
方
、
不
法
労
働

者
の
ほ
と
ん
ど
全
員
は
「
何
も
し
な
か
っ

た
」
と
答
え
た
。
こ
の
こ
と
は
、
労
働
者

の
保
護
を
規
定
し
た
明
確
で
確
か
な
労
働

法
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
営
者
側

が
不
法
就
労
者
か
ら
搾
取
し
て
い
る
こ
と

を
意
味
し
て
い
る
。
し
か
も
回
答
者
達
は

そ
う
し
た
や
り
方
が
労
働
者
の
権
利
を
著

し
く
侵
害
し
て
い
る
こ
と
も
、
そ
の
よ
う

な
場
合
に
は
、
労
働
組
合
や
労
働
関
係
機

関
ま
た
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
助
け
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
も
知
ら
な
か
っ
た
。
ビ
ル

マ
人
の
不
法
就
労
者
の
う
ち
数
人
は
、
在

日
ビ
ル
マ
市
民
労
働
組
合
（
Ｆ
Ｗ
Ｕ
Ｂ
Ｃ
）

に
助
け
を
求
め
た
と
回
答
し
た
。

●
日
本
に
お
け
る
労
働
保
護
法
の
認
知：

日
本
に
お
け
る
労
働
保
護
法
に
つ
い
て
知

っ
て
い
る
か
と
い
う
質
問
に
対
し
て
は
、

合
法
移
住
労
働
者
の
87
％
が
知
っ
て
い
る

と
答
え
た
が
、
不
法
就
労
者
の
98
％
は
知

ら
な
い
と
答
え
た
。

●
職
場
に
お
け
る
差
別：

職
場
に
お
い
て

何
ら
か
の
差
別
を
感
じ
た
こ
と
が
あ
る
か

と
の
質
問
に
対
し
て
、
不
法
就
労
者
の
ほ

と
ん
ど
全
員
は
ビ
ザ
の
期
限
が
切
れ
て
い

る
た
め
に
差
別
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
た
と

い
う
。
彼
ら
の
半
数
近
く
は
自
分
の
宗
教

的
信
条
の
た
め
に
差
別
さ
れ
い
て
い
る
と

思
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
高
度
専

門
職
の
半
数
近
く
は
、
差
別
を
受
け
た
こ

と
は
全
く
無
い
と
答
え
て
い
る
。
４
分
の

１
は
、
差
別
の
原
因
は
人
種
だ
と
考
え
て

い
る
。

●
仕
事
を
変
え
る
頻
度：

仕
事
を
変
え
る

頻
度
に
つ
い
て
は
、
不
法
就
労
者
の
職
の

安
定
性
は
非
常
に
悪
く
、
高
度
専
門
職
の

場
合
は
安
定
し
て
い
る
よ
う
だ
。

●
不
当
な
解
雇：

違
法
ま
た
は
不
当
な
解

雇
に
つ
い
て
は
、
不
法
就
労
者
の
約
９
割

が
経
験
し
て
い
る
一
方
、
高
度
専
門
職
の

移
住
労
働
者
は
ほ
と
ん
ど
経
験
し
て
い
な

い
。

●
超
過
勤
務
手
当：

超
過
勤
務
手
当
に
つ

い
て
は
、
不
法
就
労
者
の
４
分
の
３
は
全

く
支
給
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
が
、
高
度
専

門
職
の
外
国
人
労
働
者
は
ほ
と
ん
ど
全
員

が
常
に
支
給
さ
れ
て
い
る
。

●
雇
用
者
と
の
契
約
書
類
の
取
り
結
び：

雇
用
者
と
の
契
約
書
類
に
つ
い
て
は
、
不

法
就
労
者
の
場
合
は
全
く
作
成
さ
れ
て
い

な
い
が
、
有
効
な
ビ
ザ
を
持
つ
非
熟
練
労

働
者
で
さ
え
も
大
多
数
が
雇
用
者
と
の
契

約
を
結
ん
で
い
な
い
。
さ
ら
に
、
高
度
専

門
職
の
合
法
労
働
者
の
４
分
の
１
も
文
書

に
よ
る
契
約
を
し
た
こ
と
が
な
い
と
答
え

た
の
は
意
外
で
あ
っ
た
。

●
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
不
平
等：

ジ
ェ
ン
ダ
ー



の
不
平
等
に
つ
い
て
は
、
女
性
の
熟
練
外

国
人
労
働
者
の
う
ち
、
数
人
が
ジ
ェ
ン
ダ

ー
の
不
平
等
を
感
じ
、
製
造
業
に
従
事
す

る
合
法
単
純
労
働
者
と
女
性
の
不
法
労
働

者
は
、
男
性
の
同
僚
に
比
べ
て
給
料
が

25
％
低
い
と
感
じ
て
い
る
。

３.

生
活
条
件

●
住
ま
い
を
探
す
こ
と
の
困
難
さ：

住
ま

い
を
探
す
こ
と
に
つ
い
て
、
外
国
人
労
働

者
の
大
半
が
家
を
探
す
の
は
非
常
に
難
し

い
と
感
じ
た
が
、
不
法
就
労
者
の
場
合
は

さ
ら
に
困
難
で
問
題
が
あ
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。

●
住
ま
い
を
探
す
こ
と
が
難
し
い
理
由：

不
法
就
労
者
の
場
合
に
は
、
ビ
ザ
が
切
れ

て
い
る
こ
と
が
主
な
理
由
で
あ
る
。
彼
ら

の
半
数
は
、
外
国
人
な
の
で
保
証
人
を
捜

す
の
が
難
し
い
こ
と
、
家
賃
が
非
常
に
高

く
、
敷
金
が
高
い
こ
と
が
主
な
障
害
で
あ

る
と
感
じ
た
。
中
に
は
、
部
屋
が
非
常
に

狭
い
と
感
じ
た
人
が
数
人
い
た
。
高
度
専

門
職
の
外
国
人
労
働
者
の
場
合
は
、
外
国

人
で
あ
る
た
め
保
証
人
を
捜
す
こ
と
が
困

難
で
あ
る
こ
と
、
家
賃
が
高
く
敷
金
が
高

い
こ
と
が
主
な
障
害
で
あ
る
。
回
答
者
の

４
分
の
１
が
部
屋
が
と
て
も
小
さ
い
と
感

じ
た
。

●
住
ま
い
の
家
を
探
す
方
法：

高
度
専
門

職
の
合
法
労
働
者
の
大
半
は
合
法
的
な
不

動
産
ブ
ロ
ー
カ
ー
を
通
じ
て
家
を
見
つ
け

た
と
答
え
た
。
不
法
就
労
者
の
一
部
は
、

友
人
を
介
し
て
見
つ
け
て
お
り
、
仲
介
料

は
請
求
さ
れ
な
か
っ
た
。
不
法
就
労
者
の

４
分
の
１
以
上
は
友
人
と
同
居
を
続
け
て

お
り
、
高
度
専
門
職
の
外
国
人
労
働
者
の

５
分
の
１
は
同
僚
と
同
居
し
て
き
た
。
製

造
業
で
働
く
不
法
就
労
者
の
５
分
の
１
は
、

雇
用
者
か
ら
標
準
的
家
賃
の
家
を
貸
与
さ

れ
、
15
％
は
無
料
で
住
ん
で
い
た
。

●
家
賃：

家
賃
に
つ
い
て
は
、
高
度
専
門

職
の
外
国
人
労
働
者
の
８
割
以
上
が
毎
月

７
万
円
以
上
、
多
い
人
は
10
万
円
以
上
の

家
賃
を
払
っ
て
い
る
。
一
方
、
不
法
就
労

者
の
約
半
数
は
月
５
万
円
か
ら
６
万
円
払

い
、
９
万
円
以
上
支
払
っ
て
い
る
例
は
無

か
っ
た
。

●
家
の
広
さ
と
人
数：
高
度
専
門
職
の
外

国
人
労
働
者
の
半
数
以
上
は
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
か

そ
れ
以
上
の
広
さ
の
部
屋
に
住
ん
で
い
る

が
、
不
法
就
労
者
の
５
分
の
４
は
２
Ｄ
Ｋ

以
下
の
部
屋
に
住
ん
で
い
る
。

●
高
度
専
門
職
の
合
法
労
働
者
の
87
％
は
、

１
人
か
２
人
で
住
ん
で
い
る
。
一
方
、
不

法
就
労
者
の
７
割
は
２
人
か
３
人
と
同
居

し
、
約
７
％
は
８
人
も
押
し
込
ま
れ
た
家

に
住
ん
で
い
た
。

●
母
国
へ
の
送
金：

母
国
へ
の
送
金
に
つ

い
て
は
、
高
度
専
門
職
の
合
法
労
働
者
の

半
数
は
収
入
の
ご
く
一
部
（
５
分
の
１
）

を
送
金
し
て
い
た
。
一
方
、
不
法
就
労
者

の
半
数
は
収
入
の
半
分
以
上
を
送
金
し
て

い
た
。
高
所
得
の
高
度
専
門
職
の
外
国
人

労
働
者
の
方
が
、
本
国
に
少
額
の
送
金
を

し
な
が
ら
日
本
で
の
生
活
を
楽
し
ん
で
い

る
一
方
で
、
不
法
就
労
者
が
自
分
の
収
入

か
ら
生
活
費
に
使
う
金
額
は
少
な
く
、
高

所
得
の
外
国
人
労
働
者
よ
り
多
い
金
額
を

本
国
の
両
親
等
へ
の
仕
送
り
に
当
て
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。

●
外
国
人
労
働
者
で
あ
る
こ
と
の
不
安
定

さ：

外
国
人
労
働
者
で
あ
る
こ
と
の
脆
弱

性
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は

ビ
ザ
の
期
限
が
切
れ
て
い
る
こ
と
で
逮
捕

さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
常
に
心
配
し
て

い
る
か
と
の
質
問
に
対
し
て
は
、
不
法
就

労
者
の
ほ
と
ん
ど
が
両
方
と
も
感
じ
て
い

る
と
答
え
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
高
度
専

門
職
の
外
国
人
労
働
者
の
31
％
も
外
国
人

労
働
者
で
あ
る
こ
と
の
脆
弱
性
に
不
安
を

持
っ
て
い
る
と
答
え
た
。

外外
国国
人人
労労
働働
者者
をを
支支
援援
すす

るる
労労
働働
組組
合合
及及
びび
ＮＮ
ＧＧ
ＯＯ

連
合
の
加
盟
組
織
で
あ
る
機
械
金
属
産

業
を
組
織
す
る
Ｊ
Ａ
Ｍ
（
約
45
万
人
）
は
、

お
そ
ら
く
東
京
都
に
正
式
に
登
録
し
た
最

初
の
外
国
人
労
働
者
の
組
合
で
あ
る
在
日

ビ
ル
マ
市
民
労
働
組
合
（
Ｆ
Ｗ
Ｕ
Ｂ
Ｃ
）
を
、

物
心
両
面
の
支
援
を
し
て
い
る
労
働
組
合

で
あ
る
。
港
町
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
横
浜

市
に
あ
る
診
療
所
の
チ
ェ
ー
ン
で
外
国
人

労
働
者
、
主
に
不
法
就
労
外
国
人
労
働
者

に
対
す
る
医
療
措
置
に
お
い
て
特
別
な
支

援
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
有
名
で
あ
る
。

こ
の
他
、
移
住
労
働
者
と
連
帯
す
る
全

国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
外
国
人
労
働
者
を

組
織
す
る
組
合
と
そ
の
他
の
関
係
機
関
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
90
団
体
が
所
属
し
て
お

り
、
ま
た
、
神
奈
川
シ
テ
ィ
ー
ユ
ニ
オ
ン

は
神
奈
川
県
在
住
の
外
国
人
労
働
者
を
支

援
し
て
い
る
。
そ
の
他
に
も
い
く
つ
か
の

労
働
組
合
が
外
国
人
労
働
者
を
支
援
し
て

い
る
。

こ
の「
日
本
に
滞
在
す
る
外
国
人
労
働
者

の
生
活
・
労
働
条
件
調
査
」
は
、
群
馬
県

太
田
市
在
住
の
ビ
ル
マ
人
テ
ィ
ン
・
ウ
ィ

ン（
Ｔ
ｉ
ｎ
ｗ
ｉ
ｎ
）氏
の
多
大
な
協
力
を

得
て
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
改
め

て
、
こ
の
誌
面
を
借
り
て
感
謝
申
し
上
げ

る
次
第
で
す
。
現
在
、
彼
は
Ｆ
Ｗ
Ｕ
Ｂ
Ｃ

会
長
で
あ
り
、
ア
ウ
ン
・
サ
ン
・
ス
ー
・

チ
ー
率
い
る
ビ
ル
マ
国
民
民
主
連
盟
（
Ｎ

Ｌ
Ｄ
）の
ブ
レ
イ
ン
の
一
人
で
、
政
治
難
民

の
認
定
を
受
け
、
ビ
ル
マ
の
民
主
的
国
家

建
設
に
向
け
て
日
本
で
活
動
を
し
て
い
る
。
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